
(様式第10)

東海北陸厚生局長　殿
国立大学法人富山大学附属病院長

塚　田　一　博

1　開設者の住所及び氏名

(注)

2　名称

3　所在の場所
〒 －

電話(076)　434－　2281　　　

4　診療科名
4-1　標榜する診療科名の区分

1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、十六診療科名すべてを標榜
2

(注)　上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。

4-2　標榜している診療科名
(1)内科

内科 有 ・ 無
内科と組み合わせた診療科名等
1 呼吸器内科 2 消化器内科 3 循環器内科 4 神経内科 5 血液内科 6 内分泌内科 7 代謝内科

8 感染症内科 9 10 11 12 13 14

診療実績

(注) 1

(注) 2

(注) 3

富 大 病 総 第 147 号
平成２６年１０月 ３日

〒930-0194　富山市杉谷2630
国立大学法人富山大学附属病院

国立大学法人富山大学附属病院

「リウマチ科」及び「アレルギー科」についても、「内科と組み合わせた診療科名等」
欄に記入すること。

「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療
科で医療を提供している場合に記入すること。

国立大法人富山大学附属病院の業務に関する報告について

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3の規定に基づき、平成25年度の業務に
関して報告します。

記

930 0194

富山市杉谷2630

住 所
氏 名

医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度か
つ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標榜

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄に
は法人の名称を記入すること。

「内科」欄及び「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科
名について記入すること。



(2)外科
外科 有 ・ 無
外科と組み合わせた診療科名等
1 呼吸器外科 2 消化器外科 3 乳腺外科 4 心臓血管外科 5 内分泌外科 6 小児外科 7

8 9 10 11 12 13 14

診療実績

(注) 1

(注) 2

(3)その他標榜していることが求められる診療科名
1 精神科 2 小児科 3 整形外科 4 脳神経外科 5 皮膚科 6 泌尿器科 7 産婦人科
8 産科 9 婦人科 10 眼科 11 耳鼻咽喉科 12 放射線科 13 放射線診断科

14 放射線治療科 15 麻酔科 16 救急科
(注)　標榜している診療科名の番号に○印を付けること。

(4)歯科
歯科 有 ・ 無
歯科と組み合わせた診療科名等
1 歯科口腔外科 2 3 4 5 6 7

歯科の診療体制

(注) 1

(注) 2

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名
1 漢方内科 2 病理診断科 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

(注)　標榜している診療科名について記入すること。

5　病床数

4 3 床 0 床 0 床 0 床 5 6 9 床 6 1 2 床

「外科」欄及び「外科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科
名について記入すること。

「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療
科で医療を提供している場合に記入すること。

「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科
名について記入すること。

「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標
榜している診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。

精 神 感 染 症 結 核 療 養 一 般 合 計



6　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数
（平成 2 6 年 7 月 1 日現在）

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

(注) 1 　申請前半年以内のある月の初めの日における員数を記入すること。
(注) 2 　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
(注) 3

7　専門の医師数 （平成 2 6 年 7 月 1 日現在）

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人

(注)

8　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数
歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

(注) 1

(注) 2

(注) 3

(注) 4

常 勤 非 常 勤 合 計 員 数

歯科技工士

臨床工学技士

診療放射線技師

助 産 師
看 護 師

准看護師
歯科衛生士

管理栄養士

員 数
医 師

歯科医師

薬 剤 師

保 健 師

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

診療エック
ス線技師

臨床検査技
師

衛生検査技
師

そ の 他

職 種 職 種 職 種

0

0 0 0.0 5 0

0

9 0 9.0 5 41
臨
床
検
査

285 36 304.2 28

34 0 34.0 4

576 14 586.9 12 5
34 0 34.0 0 0あん摩マッサージ指圧師

医療社会事
業従事者

義肢装具士

44
104
0

「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換
算した員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出
して記入すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。

専門医名 人　数 専門医名 人　数

0.0
2.0
6.0

2
0
32

0
2
6

0
0
0

その他の技術員

その他の職員

事 務 職 員
栄 養 士

放 射 線 科 専 門 医
脳神経外科専門医
整 形 外 科 専 門 医
麻 酔 科 専 門 医
救 急 科 専 門 医

総 合 内 科 専 門 医
外 科 専 門 医
精 神 科 専 門 医
小 児 科 専 門 医
皮 膚 科 専 門 医

12
6

166

　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数
と常勤の者の員数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

歯 科 等 以 外 歯 科 等 合 計

6
7
8
9
13

合　計

29
25
6
19
5
10
11

泌 尿 器 科 専 門 医
産 婦 人 科 専 門 医

眼 科 専 門 医
耳鼻咽喉科専門医

485
1,259

572
120.1
3.6

必 要 薬 剤 師 数
必 要 （ 准 ） 看 護 師 数

476
1,211

9
48

17.0
286.0

１日当たり平均入院患者数
１日当たり平均外来患者数
１日当たり平均調剤数
必 要 医 師 数
必 要 歯 科 医 師 数

「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、
「歯科等以外」欄にはそれ以外の診療科を受診した患者数を記入すること。

入院患者数は、年間の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦
日で除した数を記入すること。

外来患者数は、年間の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で
除した数を記入すること。

調剤数は、年間の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除し
た数を記入すること。



(注) 5

9　施設の構造設備

㎡ 床

［固定式の場合］ ㎡ 床

［移動式の場合］ 台

［専用室の場合］ ㎡

［共用室の場合］ 共用する室名
㎡ （主な設備）
㎡ （主な設備）
㎡ （主な設備）
㎡ （主な設備）
㎡ （主な設備）
㎡ 室数 室 人
㎡ 室数 室 冊程度

(注) 1 　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
(注) 2 　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

10　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

Ａ： 人

Ｂ： 人

Ｃ： 人

Ｄ： 人

(注) 1

(注) 2 　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
(注) 3 　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

施 設 名 床 面 積 主要構造 設 備 概 要
集 中 治 療 室 心 電 計 有・無

必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療
法施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。

21

病 理 解 剖 室
研 究 室
講 義 室
図 書 室

病 床 数
人 工 呼 吸 装 置

床面積 36

367

432
96
113
78

7,463
358

無 菌 病 室 等

医 薬 品
情 報 管 理 室

化 学 検 査 室
細 菌 検 査 室
病 理 検 査 室

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

臨床検査自動化ｼｽﾃﾑ、総合検査管理システムなど

細菌検査システム、マイクロスキャンWalkAway　96Siﾘﾌｧｰｼﾞｭ など

病理診断支援システム、自動免疫染色装置など

感染症対策解剖台システム、強制排気切出し台など

倒立型リサーチ顕微鏡システム、デジタルマイクロスコープ など

有・無
有・無

床面積
台 数

病床数268 23

心 細 動 除 去 装 置
ペ ー ス メ ー カ ーその他の救急蘇生装置

有・無
有・無

平成25年　4月　1日～平成26年　3月　31日算 定 期 間

紹 介 患 者 の 数
他の病院又は診療所に紹介した患者の数
救急用自動車によって搬入された患者の数

初 診 の 患 者 の 数

紹 介 率

収容定員
蔵 書 数

388
227,651

2
12,702 鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入す
ること。

9,923
6,033
999

14,639

算
出
根
拠

逆 紹 介 率74.6 41.2



(様式第2)

1　承認を受けている先進医療の種類(注１)及び取扱患者数

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

(注) 1

(注) 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準(平成二十年厚生労働省告
示第百二十九号)第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

取扱患者数

高度の医療の提供の実績

先進医療の種類

先天性血液凝固異常症の遺伝子診断 0

急性リンパ性白血病細胞の免疫遺伝子再構成を利用した定量的PCR法による骨髄微小残存病変
（MRD）量の測定

0

前眼部三次元画像解析 94

多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術 8

慢性心不全に対する和温療法 3

硬膜外自家血注入療法 0



(様式第2)

2　承認を受けている先進医療の種類(注１)及び取扱患者数

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

(注) 1

(注) 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先進医療の種類 取扱患者数

該当なし。

「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準(平成二十年厚生労働省告
示第百二十九号)第三各号に掲げる先進医療について記入すること。



(様式第2)

3　その他の高度の医療
人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

高度の医療の提供の実績

医療技術名 直線加速器定位放射線治療 取扱患者数 2

　定位放射線照射とは病巣に対し多方向から放射線を集中させる照射である。脳定位、,肺定位の放射線治療
を実施している。

医療技術名 強度変調放射線治療（IMRT） 取扱患者数 38

　強度変調放射線治療とは腫瘍の形状に合わせた線量分布を形成でき、正常組織の被ばく線量をより低減で
きる放射線治療である。前立腺がん、頭頸部がん等で実施している。

医療技術名 ナビケーション用CT撮影 取扱患者数 263

　脳神経外科領域にて腫瘍･血管位置や危険部位の認識をサポートする目的で行われ､整形外科分野では骨に
対す器具位置の表示などに応用される｡この基準となるデーターをX線CT装置で撮影する｡耳鼻咽喉科､口腔外
科､美容外科へ適用が拡大している。

医療技術名 高線量率密封小線源治療（HDR-BT） 取扱患者数 17

　密封されたイリジウム線源によりアプリケータを用いて組織内または腔内の体内から行う放射線治療であ
る。前立腺がん、子宮頸がん等で実施している。

医療技術名 CTガイド下針生検 取扱患者数 3

　特に肺などで、呼吸で動く腫瘍に正確に針を刺すために、リアルタイムで腫瘍を含む断面の画像を表示さ
せながら針を皮膚から腫瘍に進めることができことにより、安全に生検を行うことができる。

医療技術名 X線CT-Angio撮影 取扱患者数 581

　造影剤を急速静注したのち､動脈内の造影剤濃度が最も高くなるタイミング(動脈相)でCT撮影し､画像処理
することで動脈が明確に抽出され､3D表示も可能となります｡脳脈瘤,腹部大動脈瘤の診断に利用されている。

医療技術名 心房(室)細動のカテーテル・アブレーション 取扱患者数 87

　抗不整脈薬が無効な心房細動の根治術として高周波エネルギーを用いたアブレーションを行っている。

医療技術名 冠動脈CT撮影 取扱患者数 254

　冠動脈の状態を調べるために、造影剤を急速静注したのち、心電図と同期して心臓全体の撮影を行う。専
用の3Dワークステーションを用いて、冠動脈の解析を行える。心臓カテーテル検査より安全、簡便に検査可
能である。

医療技術名 頸部頚動脈血管形成•ステント術：CAS 取扱患者数 17

　脳血管内治療による頸動脈狭窄証に対する頚動脈形成術である。

医療技術名 慢性血栓塞栓性肺高血圧に対するカテーテル治療 取扱患者数 10

　慢性血栓塞栓性肺高血圧は、薬物治療に抵抗性であり、閉塞した肺動脈をバルーンで拡張することにより
肺高血圧の軽減を図る。

医療技術名 ステント併用脳動脈瘤塞栓術 取扱患者数 9

　頸部の広い動脈瘤に対して頭蓋内用ステントを併用したコイル塞栓術。



人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

　当院で独自に作成したヒト乾燥羊膜を用いた角膜穿孔、緑内障手術後に対し、効果的な治療をしている。

医療技術名 取扱患者数乾燥羊膜を用いた難治性角膜疾患の治療 1

　多焦点眼内レンズを用いて白内障手術を行い良好な視力を得る。

医療技術名 未熟児網膜症に対する抗ＶＥＧＦ療法 取扱患者数 2

　未熟児網膜症に対して抗ＶＥＧＦ療法を眼内注射し、より効果的な治療を行う。

医療技術名 角膜疾患、緑内障眼に対する前眼部ＯＣＴ検査 取扱患者数 100

　角膜形状解析、緑内障眼の解析を前眼部ＯＣＴを用いて詳細に行う。

医療技術名 多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術 取扱患者数 6

　精子運動能、精子受精能などを検査。

医療技術名 強度変調放射線療法 取扱患者数 16

　前立腺癌に対する体外照射。周辺臓器に対する線量を減らすことができ、合併症の低減につながる。

医療技術名 顕微鏡下精索静脈瘤手術 取扱患者数 17

　顕微鏡を用いて、精索静脈瘤手術を行っている。動脈、リンパ管を温存することにより、手術成績の向上
につながる。

医療技術名 精子機能検査 取扱患者数 100

医療技術名 自家腎移植 取扱患者数 1

　摘出した腎（良性疾患）を形成して本人に移植している。

医療技術名 顕微鏡下精巣内精子回収法

医療技術名 脳動静脈奇形、硬膜動静脈瘻に対する脳血管内手術 取扱患者数 23

　脳動静脈奇形摘出術前に行う塞栓術や、硬膜動静脈廔に対する経動脈的、あるいは静脈的塞栓術。

医療技術名 PET（ボジトロン断層法） 取扱患者数 1,343

　陽電子検出を利用したコンピューター断層撮影技術である。X線CTが主に組織の形態を観察するための検査
法であるのに対して、生体の機能を観察することに特化した検査法である。腫瘍組織における糖代謝レベル
の上昇を検出することにより癌の診断に利用する。

医療技術名 悪性黒色腫におけるセンチネルリンパ節生検 取扱患者数 6

　放射性同位元素および色素を併用して、センチネルリンパ節生検を行っている。

取扱患者数 7

　顕微鏡下に精巣内の精子を回収している。
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当該医療技術の概要

(注) 1
(注) 2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専

門的な医療を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機
関での実施状況を含め、当該医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること(当該医療が
先進医療の場合についても記入すること)。

　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

医療技術名 FDG-PETによる消化管間質腫瘍の耐性病変の早期発見 取扱患者数 40

　消化管間質腫瘍の治療のため、第三内科には北陸3県、新潟県、岐阜県、海外から患者が集中しており、分
子標的治療の効果の早期判定、薬剤耐性病変の早期発見にFDG-PETが有用であることが海外報告から知られて
おり、既に当科でも利用している。

医療技術名 H.pylori3次除菌治療 取扱患者数 50

　2013年２月からH.pylori胃炎が除菌治療対象となり、既存の1次および2次除菌治療の除菌失敗例が急増し
ている。県内医療機関で除菌失敗例は、ほぼすべて第三内科で3次除菌がなされており、除菌失敗要因を考慮
した個々の患者に適した3次除菌が必要であり、当科は先進的3次除菌を既に実施している。

医療技術名 心臓MRI 取扱患者数 65

　シネMRIは現在最も正確な心機能と局所壁運動の診断法であり、遅延造影MRIは現在最も正確な心筋梗塞の
画像診断法である。空間分解能が高いため右室梗塞や心内膜化梗塞も明瞭に診断できる。（冠動脈病変の非
侵襲的診断法に関するガイドラインJCS2009）

医療技術名 心不全・虚血性心疾患に対する和温療法 取扱患者数 38

　薬剤治療抵抗性の心不全や狭心症例に対して、全身の温熱療法（和温療法）により心機能改善・QOLや運動
耐容能改善を図る。

医療技術名 心筋緻密化障害を含む心筋症の遺伝子解析 取扱患者数 100

　全国から心筋症の遺伝子解析の依頼を受け、年間100例の解析を行っている。

医療技術名 先天性心疾患のカテーテル治療 取扱患者数 50

　動脈管開存、肺動脈狭窄、大動脈狭窄のカテーテル治療の他、フォンタン術後患者の側副血管に対するコ
イル塞栓術を行っている。
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4　特定疾患治療研究事業対象疾患についての診療
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(注)「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

ウェゲナー肉芽腫症

特発性拡張型(うっ血型)心筋症

神経線維腫症

亜急性硬化性全脳炎

人

・

多系統萎縮症(線条体黒質変性症、オリーブ橋
小脳萎縮症及びシャイ・ドレーガ症候群)・

間脳下垂体機能障害
(ＰＲＬ分泌異常症、ゴナドトロピン分泌異常
症、ＡＤＨ分泌異常症、下垂体性ＴＳＨ分泌異
常症、クッシング病、先端巨大症、下垂体機能
低下症)

・

214

25

人

人

重症多形滲出性紅斑(急性期)

黄色靱帯骨化症

パーキンソン病関連疾患(進行性核上性麻痺、
大脳皮質基底核変性症及びパーキンソン病)

球脊髄性筋萎縮症

慢性炎症性脱髄性多発神経炎

肥大型心筋症

拘束型心筋症

ミトコンドリア病

リンパ脈管筋腫症(ＬＡＭ)

表皮水疱症(接合部型及び栄養障害型)

ハンチントン病

モヤモヤ病(ウィリス動脈輪閉塞症)

後縦靱帯骨化症

脊髄小脳変性症

クローン病

難治性の肝炎のうち劇症肝炎

悪性関節リウマチ

特発性血小板減少性紫斑病

結節性動脈周囲炎

潰瘍性大腸炎

大動脈炎症候群

ビュルガー病

天疱瘡

12

膿疱性乾癬

広範脊柱管狭窄症

原発性胆汁性肝硬変

重症急性膵炎

特発性大腿骨頭壊死症

混合性結合組織病

原発性免疫不全症候群

アミロイドーシス

ベーチェット病

多発性硬化症

重症筋無力症

全身性エリテマトーデス

スモン

バッド・キアリ(Budd-Chiari)症候群

慢性血栓塞栓性肺高血圧症

ライソゾーム病

副腎白質ジストロフィー

家族性高コレステロール血症(ホモ接合体)

脊髄性筋萎縮症

特発性間質性肺炎

網膜色素変性症

プリオン病

肺動脈性肺高血圧症

5

44

0

4

2

14

4

0

17

0

0

8

0

1

5

37

1

2

7

37

3

15

5

47

3

40

13

12

50

66

1

21

24

119

17

10

0

0

高度の医療の提供の実績

疾 患 名 疾 患 名 取扱患者数取扱患者数

33

16

118

14

58

39

144

2

6

43

58

1

9

再生不良性貧血

サルコイドーシス

筋萎縮性側索硬化症

強皮症、皮膚筋炎及び多発性筋炎

30

9



(様式第2)

5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等(基本診療料)

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・救急搬送患者地域連携受入加算

小児入院医療管理料 ２

歯科外来診療環境体制加算

障害者歯科医療連携加算

地域歯科診療支援病院歯科初診料

新生児治療回復室入院医療管理料　　　

ハイリスク妊娠管理加算　　　　　　　　　

ハイリスク分娩管理加算　　　　　　　　　

退院調整加算

救急搬送患者地域連携紹介加算

褥瘡ハイリスク患者ケア加算　　　　　　　

看護補助加算２　　　　　　　　　　　　　

療養環境加算　　　　　　　　　　　　　　

重症者等療養環境特別加算

無菌治療室管理加算 １

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

特定機能病院一般病棟　7対１入院基本料

特定機能病院精神病棟　13対１入院基本料

データ提出加算２

特定集中治療室管理料 ４

ハイケアユニット入院医療管理料 １　　

総合周産期特定集中治療管理料

感染防止対策加算１，（感染防止対策地域連携加算）

患者サポート体制充実加算

急性期看護補助体制加算（25対1，5割未満），夜間配置加算

臨床研修病院入院診療加算（基幹型）医科

臨床研修病院入院診療加算（単独型）歯科

救急医療管理加算・乳幼児救急医療管理加算　

超急性期脳卒中加算　

妊産婦緊急搬送入院加算

診療録管理体制加算　

無菌治療室管理加算 ２

精神病棟入院時医学管理加算　　　　　　　

精神科身体合併症管理加算

がん診療連携拠点病院加算　　　　　　　　

医療安全対策加算１　　　　　　　　　　　
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6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等(特掲診療料)
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・ ・

・ ・

胎児心エコー法 一酸化窒素吸入療法

ヘッドアップティルト試験
医科点数表第２章第１０部手術の通則の５及び６
（歯科点数表第２章第９部手術の通則４を含む）に
掲げる手術

皮下連続式グルコース測定 脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術

心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 認知療法・認知行動療法　　

植込型心電図検査 医療保護入院等診療料　　　　　　　　　　

時間内歩行試験 透析液水質確保加算

ＨＰＶ核酸検出 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅱ）

検体検査管理加算（Ⅰ）　　　　　　　　　 運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

検体検査管理加算（Ⅳ）　　　　　　　　　 呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

医療機器安全管理料１（生命維持装置使用）　 抗悪性腫瘍剤処方管理加算

医療機器安全管理料２（放射線治療計画策定） 外来化学療法加算１　　　　　　　　　　　

造血器腫瘍遺伝子検査（血液細胞核酸増幅同定検査） 無菌製剤処理料

がん治療連携管理料 ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影

肝炎インターフェロン治療計画料　　　 冠動脈ＣＴ撮影加算　　　　　　　　　　　

薬剤管理指導料 心臓ＭＲＩ撮影加算　　　　　　　　　　　

ニコチン依存症管理料 センチネルリンパ節生検

ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ）　　　　 画像診断管理加算１　　　　　　　　　　　

がん治療連携計画策定料 ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影

夜間休日救急搬送医学管理料 コンタクトレンズ検査料Ⅰ　　　　　　　　

外来リハビリテーション診療料 小児食物アレルギー負荷検査　　　　　　

外来放射線照射診療料 内服・点滴誘発試験

がん性疼痛緩和指導管理料 神経学的検査　　　　　　　　　　　　　　

がん患者カウンセリング料 補聴器適合検査　

院内トリアージ実施料 ロービジョン検査判断料

糖尿病合併症管理料 脳磁図（神経磁気診断）

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

高度難聴指導管理料 長期継続頭蓋内脳波検査
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体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

同種死体腎移植術　　　　　　　　　　　

生体腎移植術　　　　　　　　　　　　　

生体部分肝移植術　　　　　　　　　　　 クラウン・ブリッジ維持管理料　　　

腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

経皮的大動脈遮断術　　　　　　　　　　　 医療機器安全管理料（歯科）

ダメージコントロール手術 歯周外科手術（歯周組織再生誘導手術）１次

腹腔鏡下肝切除術　　　　　　　　　　　 広範囲顎骨支持型装置埋入手術

両室ペーシング機能付き植込型徐細動器交換術 保険医療機関間の連携による病理診断

大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法） 病理診断管理加算２

補助人工心臓 歯科治療総合医療管理料　　　　　　　　　

植込型除細動器移植術　　　　　　　　　　　 強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

植込型除細動器交換術　　　 直線加速器による定位放射線治療　　　　

両室ペーシング機能付き植込型徐細動器移植術 定位放射線治療呼吸性移動対策加算

植込型心電図記録計摘出術 画像誘導放射線治療加算（ＩＧＲＴ）　　　　　　　　　　　

両心室ペースメーカー移植術　　　　　　　 体外照射呼吸性移動対策加算

両心室ペースメーカー交換術　　　　　　　 高エネルギー放射線治療

ペースメーカー移植術　　　 麻酔管理料（Ⅱ）　　　　　

ペースメーカー交換術　　　　 放射線治療専任加算　

植込型心電図記録計移植術 外来放射線治療加算　　　　　　　　　　　

人工内耳植込術　　　　　　　　　　　　　 輸血管理料Ⅰ　　　　　　　　　　　　　　

乳がんセンチネルリンパ節加算１及び２ 人工肛門・人工膀胱造設術前処理加算

経皮的中隔心筋焼灼術　　　　　　　　　　 麻酔管理料（Ⅰ）　　　　　

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術　　　　　　　　　 膀胱水圧拡張術

網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いるもの） 腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術
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7　健康保険法の規定による療養に要する費用の額の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術
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・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

(注) 1 　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2

8　病理・臨床検査部門の概要
1.
2.
臨床検査部門：１か月に2～4回程度開催　
病理診断部門：１か月に9～12回程度開催

剖検症例数 例 剖検率 ％

「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以
降に、健康保険法の規定による療養に要する費用の額の算定方法(平成六年厚生省告示第五十四号)に
先進医療(当該病院において提供していたものに限る。)から採り入れられた医療技術について記入す
ること。

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 等 の 種 類 施 設 基 準 等 の 種 類

該当なし。

臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

臨床検査部門と病理診断部門は別々である。
臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催し
た症例検討会の開催頻度

／33 17.5剖 検 の 状 況



(様式第3)

1　研究費補助等の実績

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所 属 部 門 金 額 補助元又は委託元

日本学術振興会

モデルマウスを用いたＩｇＧ４関
連呼吸器疾患の基礎的研究

松井　祥子 保健管理センター ¥1,500,000
補

委
日本学術振興会

心不全の心腎連関における自律神
経機能の概日リズム異常に関する
研究

井上　博 内科学（第二） ¥300,000
補

委

日本学術振興会

新しい多能性幹細胞(Muse細胞)を
用いた脳梗塞の再生治療の戦略的
研究

黒田 敏 脳神経外科学 ¥6,900,000
補

委
日本学術振興会

流早産・妊娠高血圧腎症病態解明
に向けたＴｈ１７細胞／制御性Ｔ
細胞の機能解析

伊藤　実香
産婦人科（エコ
チルユニットセ
ンター）

¥1,300,000

補

委

日本学術振興会

向精神薬服用患者に対する安全な
全身麻酔管理に関する基礎的研究

佐々木 利佳 麻酔科学 ¥1,400,000
補

委
日本学術振興会

イタイイタイ病理組織中のカドミ
ウム局在の可視化と周囲微小環境
の病理学的解明

常山 幸一 病理診断学 ¥2,200,000

補

委

日本学術振興会

新規高感度迅速起因菌同定法と
NF-κB病態解析法を統合した敗血
症検査システム構築

北島 勲
臨床分子病態検
査学

¥1,400,000

補

委

日本学術振興会

ｆＭＲＩを用いた中枢神経におけ
る急性痛の発現機構の解明

竹村　佳記 麻酔科学 ¥900,000
補
委

日本学術振興会

上皮間葉転換に伴うアポトーシス
制御と抗癌剤耐性機構の解析

峠　正義
外科学（呼吸・
循環・総合外
科）

¥1,100,000
補

委
日本学術振興会

ホルター心電図による細動波（ｆ
波）周波数解析を指標とした心房
細動手術の構築

深原 一晃
外科学（呼吸・
循環・総合外
科）

¥2,600,000

補

委

日本学術振興会

消化器癌幹細胞と微小環境との相
互作用に関与する治療標的マイク
ロリボ核酸の探索

奥村　知之
外科学（消化
器・腫瘍・総合
外科）

¥1,100,000

補

委

日本学術振興会

リンパ管新生を制御する分子の同
定とリンパ節転移およびリンパ浮
腫の治療研究

仙田　一貴
外科学（呼吸・
循環・総合外
科）

¥1,700,000

補

委

日本学術振興会

免疫寛容という立場から正常妊
娠、異常妊娠を再考する

齋藤 滋 産科婦人科学 ¥3,500,000
補
委

日本学術振興会

GIST培養細胞のマイクロRNA解析
による新規バイオマーカー探索と
薬剤感受性予測

松井 恒志
外科学（消化
器・腫瘍・総合
外科）

¥1,400,000

補

委

日本学術振興会

心筋緻密化障害におけるサルコメ
ア遺伝子変異と機能異常の網羅的
解析

市田　蕗子 小児科学 ¥1,600,000

補

委

日本学術振興会

口腔癌顎骨浸潤の免疫学的機序の
解明と新規治療戦略の開発

野口　誠 歯科口腔外科学 ¥1,100,000
補

委

日本学術振興会

骨軟部肉腫に対する分化誘導療法
の開発

金森　昌彦 人間科学１ ¥800,000
補
委

日本学術振興会

精神疾患における脳形態変化の疾
患特異性に関する研究

高橋　努 神経精神科 ¥600,000
補

委

日本学術振興会

軟骨変性破壊の共有パスウェイを
標的とした分子治療の開発

木村 友厚 整形外科 ¥3,300,000
補
委

日本学術振興会

超音波照射によるヘムオキシゲ
ナーゼ１遺伝子発現制御と勃起不
全治療への応用

渡部　明彦 腎泌尿器科学 ¥1,200,000
補

委

日本学術振興会

脊椎椎間板変性制御の病態解明お
よび治療法の確立

関 庄二 整形外科 ¥1,300,000
補
委

日本学術振興会

追跡調査からみた腰椎椎間板ヘル
ニアの疾患感受性遺伝子の解明

川口 善治 整形外科 ¥1,600,000
補
委



日本学術振興会

２型糖尿病疾患感受性ＳＮＰから
得られる遺伝的情報の臨床的有用
性に関する検討

岩田　実
地域医療支援学
講座

¥900,000

補

委

日本学術振興会

統合失調症前駆期の神経発達病態
解明と生物学的早期診断法の開発

鈴木 道雄 精神神経医学 ¥1,500,000
補

委

日本学術振興会

温度感受性遺伝子導入動物カハー
ル細胞を用いた消化管間質腫瘍の
悪性化機序

杉山　敏郎 内科学(第三) ¥200,000

補

委

日本学術振興会

肺線維症モデルマウスにおいて
SRT1720がHSP47発現に与える効果

山田 徹
地域医療支援学
講座

¥1,000,000
補
委

日本学術振興会

癌の悪性度を決定する遺伝子群の
探索

安藤　孝将 内科学（第三） ¥1,300,000
補

委
日本学術振興会

ライブイメージング法を用いた間
葉系幹細胞の時間・空間的解析―
肝臓内ニッチの探索

高原　照美 内科学（第三） ¥1,000,000

補

委

日本学術振興会

表皮角化細胞における終末分化の
分子機構の解明と皮膚癌に対する
新規治療法の開発

牧野　輝彦 皮膚科学 ¥1,300,000

補

委

日本学術振興会

水疱性類天疱瘡の病態関連モノク
ローナル抗体の単離と新規診断
法・治療法の開発

清水　忠道 皮膚科学 ¥1,300,000

補

委

日本学術振興会

生薬誘導HSP70がUVB誘導DNA傷害
に及ぼす影響

竹上 與志昌 皮膚科学 ¥2,000,000
補
委

日本学術振興会

花粉誘導眼瞼周囲皮膚炎に対する
MIFの病因的役割の解明

吉久 陽子 皮膚科学 ¥1,100,000
補

委

日本学術振興会

血小板由来増殖因子の神経細胞死
抑制およびシナプス形成促進作用
に対する役割の検討

石井　陽子 病態・病理学 ¥1,300,000

補

委

日本学術振興会

PDGFが誘導する幹細胞を標的とし
た神経組織の再生と修復

笹原 正清 病態・病理学 ¥4,600,000
補

委

日本学術振興会

病理学の最新テクノロジーを応用
した漢方薬の薬効・機能解析法の
確立

常山 幸一 病理診断学 ¥4,000,000

補

委

日本学術振興会

血管内皮細胞由来ＥＭＰの生物活
性の解析および産生血管内皮細胞
の解明

山本　誠士 病態・病理学 ¥1,300,000

補

委

日本学術振興会

ルーチンの病理組織標本を用いた
胞状奇胎の簡便な確定診断ストラ
テジーの確立

三輪 重治 病理診断学 ¥2,000,000

補

委

日本学術振興会

発がん過程におけるインスレー
ターおよびメチル化機構の相互関
係の解明と診断への展開

井村 穣二 病理診断学 ¥1,900,000

補

委

日本学術振興会

クロマチンリモデリング分子ＡＴ
ＲＸ遺伝子改変マウスによる脳発
達障害の分子病態解明

北島 勲
臨床分子病態検
査学

¥3,400,000

補

委

日本学術振興会

アルツハイマー病による全身麻酔
薬作用の修飾－疾病モデルマウス
海馬における検討－

廣田 弘毅 麻酔科学 ¥700,000

補

委

日本学術振興会

切迫早産例に対する本邦独自の治
療法を見直し、効率的な治療戦略
を確立するための研究

米田　哲 産科産婦人科 ¥1,500,000
補

委
日本学術振興会

妊娠高血圧症候群の発症予防戦略
構築のための研究～産科学と疫学
と免疫学の融合～

塩崎　有宏 産科産婦人科 ¥1,100,000
補

委

日本学術振興会

新たなＴａｑ酵素を用いた迅速な
感染症起因菌同定ＩＴシステムの
臨床応用

仁井見　英樹 検査部 ¥1,300,000

補

委

日本学術振興会

遠隔虚血プレコンディショニング
による深部静脈血栓症に対する戦
略的予防法の確立

釈永　清志 手術部 ¥900,000
補

委



計

(注) 1

(注) 2

(注) 3 「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印を付けた上で、
補助元又は委託元を記入すること。

国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等
が申請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主な
ものを記入すること。

「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入す
ること。

日本学術振興会

炎症性サイトカイン抑制による肉
腫の増殖・転移抑制

安田　剛敏 整形外科 ¥1,000,000
補
委

日本学術振興会

敗血症性急性肺傷害に対するＨＤ
ＡＣ阻害剤の効果に関する研究

青木　優太 手術部 ¥700,000
補

委

日本学術振興会

心房細動の電気的・構造的基質に
対するＰＰＡＲγ活性化とＡＴ－
ＩＩ受容体遮断の効果

西田　邦洋 第二内科 ¥1,000,000

補

委

日本学術振興会

マクロファージの酸素センシング
機構の糖尿病発症における役割

仙田 聡子 第一内科 ¥2,100,000
補

委

日本学術振興会

Na+,K+-ATPaseの発現上昇に着目
した肝細胞癌の新規分子標的の探
索的研究

渋谷 和人 第二外科 ¥1,600,000

補

委

日本学術振興会

ゴーシェ病治療薬開発を指向した
イミノ糖型シャペロンのデザイン
合成研究

加藤　敦 薬剤部 ¥1,300,000

補

委

日本学術振興会

更年期代謝障害とうつに対するエ
ストロゲンの中枢作用に立脚した
新規補充療法の開発

米澤 理可 産科婦人科 ¥1,900,000

補

委

日本学術振興会

早産の原因解明-羊水中感染微生
物の迅速高感度検出システムの構
築-

米田 徳子 産科婦人科 ¥1,600,000
補

委

日本学術振興会

心筋緻密化障害の病態解明－患者
血液細胞由来の心筋細胞を用いた
機能解析－

廣野 恵一
周産母子セン
ター

¥2,200,000
補

委
日本学術振興会

ミエロイド系抑制性細胞の形質変
化を利用した口腔癌に対する免疫
ワクチン療法の開発

冨原 圭 歯科口腔外科 ¥1,000,000

補

委

日本学術振興会

Sirt1が関節炎発症に及ぼす影響 朴木 博幸 第一内科 ¥1,900,000
補

委
日本学術振興会

肥満・糖尿病が肝がんの発症と腫
瘍関連マクロファージの極性に与
える影響に関する研究

薄井 勲 第一内科 ¥2,800,000
補

委

日本学術振興会

胆汁中のmiRNAプロファイリング
による胆道癌の早期診断と個別化
治療

澤田 成朗 第二外科 ¥1,700,000
補

委
日本学術振興会

トリプルネガティブ乳癌における
KLF4、Her4経路の解明と治療効果
予測の研究

長田 拓哉 第二外科 ¥1,500,000
補

委

日本学術振興会

61

心房細動患者における薬剤性ＱＴ
延長の新たな評価法の確立と遺伝
的背景の解析

水牧　功一 ― ¥900,000

補

委

日本学術振興会

在宅緩和ケアにおける地域連携ク
リニカルパスおよび緩和ケアチー
ムの有用性の検証

菓子井 達彦 臨床腫瘍部 ¥1,500,000
補

委
日本学術振興会

刺激応答性遺伝子発現制御システ
ムの治療応用の検討

森井 章裕 泌尿器科 ¥1,600,000
補

委



(様式第3)

2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

番号 発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名

1 Hounoki H 第一内科
Cytophagic histiocytic panniculitis in a

74-year-old man.
Age Ageing.

2013
May;42(3):409-

410.Elevated serum procalcitonin in
anaphylaxis.

J Antimicrob
Chemother. 2013
Jul;68(7):1689-

90.

3 傍島　光男 第二内科

Repeated sauna therapy improves
myocardial perfusion in patients with
chronically occluded coronary artery-

related ischemia.

Circ J.
2013;77(9):226

4-70.

4 井上　博 第二内科

Target international normalized ratio
values for preventing thromboembolic and
hemorrhagic events in Japanese patients
with non-valvular atrial fibrillation:

results of the J-RHYTHM Registry.

Int J Cardiol.
2013 Jul

15;167(1):237-
43.

2 Hounoki H 第一内科

5 城宝　秀司 第二内科

Adaptive Servo-ventilation Improves
Exercise Oscillatory Ventilation and

Ventilatory Inefficiency in Patients with
Chronic Heart failure and Central Sleep

IJC Metabolic
& Endocrine
2013;1:20–26.

6 井上　博 第二内科

Target international normalized ratio
values for preventing thromboembolic and
hemorrhagic events in Japanese patients
with non-valvular atrial fibrillation:

results of the J-RHYTHM Registry.

Circ J.
2013;77(9):226

4-70.

7 山口　由明 第二内科

Target international normalized ratio
values for preventing thromboembolic and
hemorrhagic events in Japanese patients
with non-valvular atrial fibrillation:

results of the J-RHYTHM Registry.

Circ J.
2014

;78(3):610-8.

8 井上　博 第二内科
Impact of gender on the prognosis of
patients with non-valvular atrial

fibrillation.

Am J Cardiol.
2014 Mar

15;113(6):957-
62.

9 山﨑　秀憲 第二内科

Renal vascular structural properties and
their alterations by removal of uraemic
toxins in a rat model of chronic kidney

disease.

Clin Exp
Pharmacol

Physiol. 2014
Mar;41(3):238-

45.

10

Saito S,
Nakata K,
Kajiura S,
Ando T,

Hosokawa A,
Sugiyama T.

第三内科
Long-term follow-up outcome of imatinib mesylate

treatment for recurrent and unresectable
gastrointestinal stromal tumors.

Digestion

11

Mihara H,
Suzuki N,

Yamawaki H,
Tominaga M,
Sugiyama T.

第三内科

TRPV2 ion channels expressed in inhibitory motor
neurons of gastric myenteric plexus contribute

to gastric adaptive relaxation and gastric
emptying in mice.

Am J Physiol
Gastrointest

Liver Physiol.



12

Ueda A,
Hosokawa A,
Ogawa K,

Yoshita H,
Ando T,

Kajiura S,
Fujinami H,
Kawai K,

Nishikawa J,
Tajiri K,

Minemura M,
Sugiyama T.

第三内科
Treatment outcome of advanced pancreatic cancer

patients who are ineligible for a clinical
trial.

Onco Targets
Ther.

13

Arita K,
Maeda-Kasugai
Y, Ohshima K,
Tsuzuki S,
Suguro-

Katayama M,
Karube K,
Yoshida N,
Sugiyama T,

Seto M.

第三内科
Generation of mouse models of lymphoid neoplasm
using retroviral gene transduction of in vitro-
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107 奥寺　敬 災害・救命センター
Integrated Multi-modality Simulation

Curriculum．Immediate Stroke Life Support
(ISLS)．

J Clin Sim
Res．

108 若杉雅浩 災害・救命センター
The Figurantcard as a Tool to Link between Live
Field Exercise and Virtual Simulation Exercise

in Disaster Medical Training．

J Clin Sim
Res．

109

Fujinami H,
Hosokawa A,
Ogawa K,

Nishikawa J,
Kajiura S,

Ando T, Ueda
A, Yoshita
H, Sugiyama

T.

光学医療診療部
Endoscopic submucosal dissection for
superficial esophageal neoplasms using

the stag beetle knife.

Diseases of
the Esophagus

110 廣野　恵一

Department of Pediatrics,
Graduate School of

Medicine, University of
Toyama

N-terminal pro-brain natriuretic peptide as a
predictor of reoperation in children with
surgically corrected tetralogy of Fallot.

Circ J 2014
Feb

25;78(3):693-
700

111 川﨑　裕香子
Department of Pediatrics,
Mie University, Tsu, Mie,

Japan

A novel Wiskott-Aldrich syndrome protein
mutation in an infant with thrombotic

thrombocytopenic purpura.

Eur J Haematol.
2013

Feb;90(2):164-8

112

Tsuneyama K,
Baba H,

Kikuchi K,
Nishida T,
Nomoto K,
Hayashi S,

Miwa
S,Nakajima T,
Nakanishi Y,
Masuda S,
Terada M,

Imura J, Selmi
C.

病理診断学講座
Autoimmune features in metabolic liver disease:
a single-center experience and review of the

literature.

Clin Rev
Allergy

Immunol. 2013
Aug;45(1):143-

148.



計
(注) 1

(注) 2

(注) 3 　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。
(注) 4 　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。
(注) 5 平成二十六年度中の業務報告において当該実績が七十件未満の場合には、平成二十六年度の改正前

の基準による実績についても報告すること。

当該特定機能病院に所属する医師等が申請の前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の
開発及び評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行ってい
る場合には、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術
雑誌に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大
学の講座等と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭
著者の所属先が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること(筆頭著
者が当該特定機能病院に所属している場合に限る)。

113

Imura J, Abe
K, Uchida Y,
Shibata M,

Tsunematsu K,
Sathoh M, Miwa
S, Nakajima T,

Nomoto K,
Hayashi S,

Tsuneyama K.

病理診断学講座（併
任：病理部）

Introduction and utility of liquid-based
cytology on aspiration biopsy of peripheral

nodular lesions of the lung.
Oncol Lett. 2014 Mar;7(3):669-673.

114

Nomoto
K,Hayashi
S,Tsuneyama

K,Hori
T,Ishizawa S

病理部
Cytopathology of cervical mesonephric
adenocarcinoma: a report of two cases.

Cytopathology.
2013

Apr;24(2):129-
131.

117

117 松下　功 リハビリテーション部

Long-term clinical and radiographic
results of cementless total hip

arthroplasty for patients with rheumtoid
arthritis

Mod Rheum

115

1) Keiichiro
Kita,Maiko

Kuroiwa,Nami
e

Kawabuchi,Hi
roko

Nakagaito,To
moyuki Koura

総合診療部 Tophacrous Gout In Anorexia Nervosa

General
Medicine
14(1):61-
64,2013.

116

1) Tomoyuki
Koura,Keiich

iro
Kita,Namie

Kawabuchi,Fu
miko

Watanabe,Hir
oko

Nakagaito,Ta
ro

Miura,Maiko
Kuroiwa,Kiic

hiro

総合診療部
Clinical and Laboratory Characteristics

of
Urosepsis:A Ten Case Series

General
Medicine
14(2):104-
107,2013.



(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文(任意)

(注) 1

(注) 2 　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。
(注) 3 　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。

当該医療機関に所属する医師等が申請の前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発及び
評価に資するものと判断される主なものを記入すること。

20

19

18

17

16

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

番号 発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名

2

1



(様式第3)

3　高度の医療技術の開発及び評価の実施体制
(1)倫理審査委員会の開催状況

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無

・手順書の主な内容

③ 倫理審査委員会の開催状況 年 12 回

(注) 1

(注) 2

(2)利益相反を管理するための措置

① 有・無

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無

・規定の主な内容

③ 年 12 回

(注)

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年 4 回

・研修の主な内容

　第4回研究を始めるための「研究倫理講習会」及び第4回資格更新のための「研究倫理講習会」

(注) 「①臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況」に係る報告については、平成二十六年度中の業務報
告において実施実績が無い場合には、平成二十六年四月以降の実績を報告しても差し支えないこと（そ
の場合には、その旨を明らかとすること）。

　①目的②審査資料②-1研究実施の審査②-2研究計画変更による研究継続の審査②-3重篤な有害事象報告及
び研究継続の審査②-4研究の継続に影響を及ぼす事実や情報の報告及び研究継続の審査③研究計画の点検④
審査④-1審査種別の決定④-2事前審査（研究実施の審査時のみ）④-3迅速審査④-4委員会の開催⑤研究実施
中及び終了時の調査⑤-1研究経過報告⑤-2終了報告⑥秘密の保全⑦資料の保全⑧議事の公開、厚生労働大臣
等への報告

　厚生労働科学研究における利益相反の管理に関する指針(H20.3.31科発第0331001号厚生科学課長)､文部科学省
[２１世紀型産学官連携手法の構築に係るモデルプログラム]印象研究利益相反ポリシー策定に関するガイドライ
ン、その他これらに類する国が定める指針に準拠している。

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に「有」に○
印を付けること。

「③倫理審査委員会の開催状況」に係る報告については、平成二十六年度中の業務報告において開
催実績が無い場合には、平成二十六年四月以降の実績を報告しても差し支えないこと（その場合に
は、その旨を明らかとすること）。

利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員会の設置状況

利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員会の開催状況

「③利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員会の開催状況」に係る報告につ
いては、平成二十六年度中の業務報告において開催実績が無い場合には、平成二十六年四月以降の実績
を報告しても差し支えないこと（その場合には、その旨を明らかとすること）。

　第3回研究を始めるための「研究倫理講習会」及び第3回資格更新のための「研究倫理講習会」

　第1回研究を始めるための「研究倫理講習会」

　第2回研究を始めるための「研究倫理講習会」及び第1,2回資格更新のための「研究倫理講習会」



(様式第4)

1　研修の内容

2　研修の実績
人

(注)　前年度の研修医の実績を記入すること。

3　研修統括者

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

(注) 1

(注) 2

(注) 3

研 修 医 の 人 数 131

川口　善治 整形外科 整形外科副科長 整形外科
永井　正一 脳神経外科 脳神経外科副科長 脳神経外科

廣川　慎一郎 第二外科 医学教育学准教授 小児外科
高橋　努 神経精神科

長田　拓哉 第二外科 乳腺内分泌外科副科長 乳腺外科

神経精神科副科長 精神科

深原　一晃 第一外科 心臓血管外科副科長 心臓血管外科
長田　拓哉 第二外科 乳腺内分泌外科副科長 内分泌外科

18

篠田　晃一郎 第一内科 第一内科病棟医長 リウマチ科
土岐　善紀 第一外科 呼吸器一般外科副科長 呼吸器外科
長田　拓哉 第二外科 消化器外科副科長 消化器外科

岩田　実 第一内科 地域医療支援学客員准教授 代謝内科
山本　善裕 感染症科 感染予防医学教授 感染症内科
松井　祥子 第一内科 保健管理センター杉谷支所准教授 アレルギー疾患内科又はアレルギー科

神経内科
村上　純 第三内科 血液内科副科長 血液内科
薄井　勲 第一内科 代謝・内分泌内科副科長 内分泌内科

医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている診療科に
ついては、必ず記載すること。

内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべてのサブ
スペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。

外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべてのサブ
スペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。

別紙１「平成２５年度　プログラム参加医師名簿」を参照。

林　龍二 第一内科 呼吸器内科副科長 呼吸器内科
消化器内科

32
35
23
23
22
23
30
19
21
23
23
23
23
32

循環器内科

26
22

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

臨床経験年数研修統括者氏名 診 療 科 役 職 等 特 記 事 項
23
28
30

供田　文宏 第二内科 腎・高血圧内科副科長 腎臓内科

消化器内科副科長第三内科峯村　正実
平井　忠和 第二内科 循環器内科副科長

高嶋　修太郎 神経内科 神経内科副科長

仲盛　健治 歯科口腔外科 歯科口腔外科副科長 24 歯科

富澤　岳人 放射線科 放射線科医局長 19 放射線科
廣田　弘毅 麻酔科 麻酔科副科長 30 麻酔科

米田　哲 産科婦人科 産科婦人科医局長 18 産婦人科

若杉　雅浩 災害・救命センター 災害・救命センター医局長 21 救急科

柳澤　秀一郎 眼科 眼科副科長 19 眼科
石田　正幸 耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科副科長 20 耳鼻咽喉科



(様式第4)

4　医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意）

・研修の主な内容

・研修の期間・実施回数

・研修の参加人数

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意）

・研修の主な内容

・研修の期間・実施回数

・研修の参加人数

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況

・研修の主な内容

・研修の期間・実施回数

・研修の参加人数

(注) 1 　高度の医療に関する研修について記載すること。
(注) 2

　平成２６年２月１７日（月）１８：００～１９：００・１回

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施行規則
第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供
する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療従事者を対
象として実施した専門的な研修を記載すること。なお、平成二十六年度中の業務報告においては、平
成二十六年四月以降の実績（計画）を報告しても差し支えないこと（その場合には、その旨を明らか
とすること）。

　該当外。

　保険診療にかかる研修会として、「社会保険診療報酬支払基金と保険診療の審査について」と題し、担当
官の講義を受講することによって、適正かつ確実な保険診療を実施できるよう、その対応策を習得する。

　がん診療に携わる医師・コメディカルの緩和ケアについて、基本的な知識を習得することの継続性を確保
し、治療の初期段階からの緩和ケアの提供が継続して行われるように研修するために、ファシリテーター等
の指導のもと、参加者が、模擬の医師や家族の役を担当し、緩和ケアフォローアップを疑似体験し、緩和ケ
アの対応を習得する。

　６３人

　平成２６年１月２５日（土）９：００～１７：４０・１回

　１６４人



(様式第5)

１．計画 ２．現状
病院長　塚田　一博

野口京、看護部長　米道智子、病院総務課長　堰富美雄

診療に関する諸記録

　高度の医療の提供の実績

　高度の医療の研修の実績
　閲覧実績

診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類

計画・現状の別
管理責任者氏名
管理担当者氏名

病院日誌、各科診療日誌、処方せん、
手術記録、看護記録、検査所見記録、
エックス線写真、紹介状、退院した患
者に係る入院期間中の診療経過の要約
及び入院診療計画書

経営企画情報部長　中川肇、薬剤部長　足立伊佐雄、医事課長　菊映子、放射線部長　

病院の管理
及び運営に
関する諸記
録

従業者数を明らかにする帳
簿

保 管 場 所 管 理 方 法

高度の医療技術の開発及び
評価の実績

医事課、薬剤部、
看護部、放射線部

カルテ等（電子カルテを含む。）の病歴資
料は、１患者１ファイル方式による永久一
元番号で分類し、外来カルテは最終受診日
から８年以上、入院カルテは退院日から１
０年以上の保存を原則としている。また、
電子カルテ情報は、持ち出しが必要な場合
は、経営企画情報部で所定の様式に記載し
ていただいた後、担当の方で処理をして、
持ち出しの記録を明確にして管理してい
る。

医薬系総務課人事・
職員支援チーム

医事課

紹介患者に対する医療提供
の実績

病院総務課

病院総務課臨床研修チーム

病院総務課

医事課

医事課、薬剤部

専任の医療に係る安
全管理を行う者の配置
状況

専任の院内感染対策
を行う者の配置状況

医療に係る安全管理
を行う部門の配置状況

当該病院内に患者か
らの安全管理に係る相
談に適切に応じる体制
の確保状況

入院患者数、外来患者及び
調剤の数を明らかにする帳簿

医療に係る安全管理
のための指針の整備状
況

医療に係る安全管理
のための職員研修の実
施状況

医療に係る安全管理
のための委員会の開催
状況

医療機関内における
事故報告等の医療に係
る安全の確保を目的と
した改善のための方策
の状況

医事課医療安全

医事課医療安全

医事課医療安全

医事課医療安全

医事課医療安全

医事課医療安全

医事課医療安全

医事課医療安全

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
各
号
及
び
第
九
条
の
二
十
第
一
項

第
一
号
に
掲
げ
る
体
制
の
確
保
の
状
況



(注)

医事課医療安全

医事課医療安全

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
各
号
及
び
第
九
条
の
二
十
三
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
体
制
の
確
保
の
状
況

「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理方法の
概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載すること。
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(様式第6)

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法
１．計画 ２．現状

閲覧の手続の概要

(注)

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績
延 件
延 件
延 件
延 件
延 件

(注)　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

国
地 方 公 共 団 体

0
0
0
0
0

歯 科 医 師

　原則として、提供先における利用目的、利用する業務の根拠法令、利用する記録範囲及び記録項目、利用
形態等について書面を取り交わす。また、安全確保の措置を要求するとともに、必要があると認めるとき
は、提供前又は随時に実地の調査等を行い措置状況を確認し、その結果を記録するとともに、改善要求等を
講ずる。

既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は現状に
ついて、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号に○印
を付けること。

前 年 度 の 総 閲 覧 件 数
閲 覧 者 別 医 師

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

閲覧の求めに応じる場所

閲 覧 責 任 者 氏 名
閲 覧 担 当 者 氏 名

計画・現状の別

病院事務部病院総務課
病院事務部病院総務課課長補佐　藏川　一正
病院事務部病院総務課長　堰　富美雄
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① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 有 無

・指針の主な内容：

１．病院における安全管理に関する基本的考え方

２．医療安全の組織と体制に関する基本的事項

３．安全に係る研修に関する基本方針

４．医療事故発生時の対応に関する基本指針

５．医療従事者と患者等との間の情報の共有に関する基本方針

６．患者等からの相談への対応に関する基本方針

７．その他医療安全の推進のために必要な基本方針

② 医療に係る安全管理のための委員会の開催状況 年 回

・活動の主な内容：

１．医療安全管理方針の策定及び推進に関すること。

２．インシデントの報告に関すること。

３．医療安全管理の教育及び研修に関すること。

４．医療安全管理対策の検討及び医療安全管理マニュアル作成に関すること。

５．医療の質の向上への取り組みに関すること。

６．重大なインシデントに係る調査及び対策に関すること。

７.医療事故対応の意思決定・報告・広報に関すること。

８．医療事故に係る当事者双方の対応に関すること。

９．その他医療安全管理に関すること。

③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 年 回

・研修の主な内容：

④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の状況

・医療機関内における事故報告等の整備 （有・無）

2.平成25年度第2回医療安全推進のための講演会

3.第37回インシデント事例検討会

4.第38回インシデント事例検討会

5.第39回インシデント事例検討会

6.平成25年度第3回医療安全推進のための講演会

6

規則第１条の１１第１項各号及び第９条の２３第１項第１号に掲げる体制の確保の状況

・

12

1.平成25年度第1回医療安全推進のための講演会



・その他の改善のための方策の主な内容：

1

2

3

4

⑤ 専任の医療に係る安全管理を行う者の配置状況 有（ 名）・無
⑥ 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 有（ 名）・無
⑦ 医療に係る安全管理を行う部門の設置状況 有 無

・所属職員： 専任（ ）名 兼任（ ）名
・活動の主な内容：

１　医療安全管理者の業務

　１．インシデントの事例・対策等の情報収集に関すること。

　２．インシデントの収集・調査・分析、発生要因の究明及び防止対策に関すること。

　３．医療安全管理に係る病院内の巡視・点検・評価に関すること。

　４．セーフティマネージャー会議に関すること。

　５．医療事故情報の管理に関すること。

２　管理室の業務

　１．医療事故防止対策の周知徹底に関すること。

　２．医療安全管理に係る業務改善の提言・指導に関すること。

　３．医療安全管理に係る教育・研修・啓蒙に関すること。

　４．医療安全管理マニュアル遵守の確認と成果の検証に関すること。

⑧ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 有 無

医療安全管理室の専任スタッフが、インシデント報告書を毎日チェックし、事前に3ｂ以上の報告などの重要事例を検証し、
医療安全管理室長及び医療安全管理室ミーテイングに報告する。必要に応じ、室長が特別事例検討会を開催し、事実確
認のうえ、警察への届出及び医医療事故調査委員会の是非を検討し、病院長及び医療安全管理委員会に報告する。

医療安全管理室ミーテイングにおいて、インシデント報告のうち、院内全体に関わる内容を中心に、システム的な問題点等
を検討し、改善策を医療安全管理委員会の承認を得て、全部署に周知する。

各部署において、当該部署のセーフティマネージャーが中心となって、事故発生の背景や内容、防止対策について、カン
ファレンス等でＲＣＡを用いて検討する。

インシデント事例検討会において、当該期間に発生した事例から2例を選択し、事例の概要説明及び再発防止策を発表
後、質疑応答形式でディスカッションを行う。

・

2
1
・
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　９．その他医療の安全に関すること。

  ５．医療安全管理委員会への情報提供及び改善策の提案に関すること。

　６．特別事例検討会開催の是非に関すること。

　７．インフォームドコンセントの適正運用に関すること。

  ８．適正な診療録のあり方の検討及び情報公開への対応に関すること。
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① 院内感染対策のための指針の整備状況 有 無

・指針の主な内容：

　１．病院における感染対策に関する基本的な考え方

　２．感染対策の組織と体制に関する基本的事項

　３．感染対策に係る研修に関する基本方針

　４．感染症の発生状況の報告に関する基本方針

　５．病院感染発生時の対応に関する基本方針

　６．患者等に対する指針の閲覧に関する基本方針

　７．その他感染対策の推進のために必要な基本方針

② 院内感染対策のための委員会の開催状況 年 回

・活動の主な内容：

③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 年 回
・研修の主な内容：

　１．感染予防対策の確立に関すること。

　２．感染予防の実施、監視及び指導に関すること。

　３．感染予防の啓発及び教育に関すること。

　４．感染に係る事故等の疫学調査及び事後措置に関すること。

　５．感染予防対策の評価及び改善に関すること。

　６．感染予防対策に係る情報の収集に関すること。

　７．その他感染予防に関すること。

④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況
・病院における発生状況の報告等の整備 （有・無）
・その他の改善のための方策の主な内容：

１．院内感染サーベイランスを実施し、データ分析・評価し、感染予防対策の見直しや看護ケアの改善につなげる。

２．院内感染情報レポートを活用し、職員への情報提供を行う。

３．院内ラウンドを通して、感染防止技術に関する確認・指導に行う。

４．感染予防対策に関する他施設との合同カンファレンス又は相互評価を実施し、感染防止技術等に関する情報交換を行
い、感染予防対策の質の向上を図る。

院内感染対策のための体制の確保に係る措置

・
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　１．感染予防対策の確立に関すること。

　２．感染予防の実施、監視及び指導に関すること。

　３．感染予防の啓発及び教育に関すること。

　４．感染に係る事故等の疫学調査及び事後措置に関すること。

　５．感染予防対策の評価及び改善に関すること。

　６．感染予防対策に係る情報の収集に関すること。

　７．その他感染予防に関すること。
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① 医薬品の使用に係る安全な管理のための責任者の配置状況 有 無

② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 年 回

・研修の主な内容：

１．医薬品の安全使用のために

２．処方箋作成、発行の厳格化について

③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況

・手順書の作成 （有・無）

・業務の主な内容：

１．医薬品の採用・購入に関する事項

２．医薬品の管理に関する事項（麻薬等の管理方法等）

３．患者の持参薬歴情報の収集方法

４．処方箋の記載方法

５．調剤方法及び監査方法

６．患者に対する与薬や服薬指導に関する事項

７．医薬品の安全使用に係る情報の取扱いに関する事項

８．他施設（病院等、薬局等）との連携に関する事項

④

・医薬品に係る情報の収集の整備 （有・無）

・その他の改善のための方策の主な内容：

２．Web掲示板（病院サイボウズ）に掲載。薬事ニュースとして紙面配布。病院運営会議、連絡会議、セーフティマ
ネージャー会議で報告。

医薬品の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための
方策の実施状況

医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る措置

・

2

１．メーカーからの連絡及び医薬品医療機器情報提供ホームページ等から情報収集している。
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① 医療機器の安全使用のための責任者の配置状況 有 無

② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 年 回

・研修の主な内容：

③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況

・計画の作成 （有・無）

・保守点検の主な内容：

④

・医療機器に係る情報の収集の整備 （有・無）

・その他の改善のための方策の主な内容：

医療機器の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のた
めの方策の実施状況

１．メーカーや業者からの情報提供や関連学会、研究会等への出席や電子メールによる情報提供。

２．病院電子掲示板に電子化した添付文書等を掲載するほか、諸会議（医療安全管理委員会、セーフティマ
ネージャー会議等）で周知している。更に、必要に応じて電子メールでも通知している。

医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係る措置

・
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　人工心肺装置、人工呼吸器、血液浄化装置または、新しい医療機器導入時に、①有効性・安全に関する事
項②使用方法に関する事項③保守点検に関する事項④不具合等が発生した場合の対応⑤使用に関して特に法
令上遵守すべき事項の研修を行っている。

　人工心肺装置等の日常点検は、使用者によるチェックリストに基づく使用前、使用中、使用後の点検を基
本とする。更に、定期点検は使用部署若しくは医療機器管理センターで、機器の使用状況、程度に応じ、使
用毎や年1回～4回程度の詳細点検を実施している。診療用高エネルギー放射線発生装置等の日常点検は、放
射線部で実施し、定期点検は、一部の機器について、業者委託による定期部品交換を含む詳細点検を実施し
ている。



(様式第7)

1　病院の機能に関する第三者による評価

① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 有 無

・評価を行った機関名、評価を受けた時期

(注)医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価があること。

2　果たしている役割に関する情報発信

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有 無

・情報発信の方法、内容等の概要

3　複数の診療科が連携して対応に当たる体制

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有 無

・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要

　がん診療における緩和ケアチームや食事や栄養管理を通じて疾病の治療や予防に寄与する栄養サポート
チームなどの体制を整備し、関係診療科等や薬剤部、並びに、看護部等との連携を図り、係る診療に対応で
きる体制を取っている。

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意）

・

　日本医療機能評価機構、病院機能評価（2013/11/27～28）

・

　院内情報誌である「かわら版」を定期的に発行し、患者さんのみならず、関連する地域の関連病院等へ配
布し、本院で実施している先進的な医療等の情報を常に発信している。

・
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